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奥田　のっけから自分の話で恐縮ですが、餅街道

と呼ばれるほど餅の種類が多い伊勢で、一番好き

なのが鈴木さんのご実家の「二軒茶屋餅」なんです。

鈴木　そうだったんですか！ありがとうございます。

しまった。今日お持ちすればよかったですね…。

奥田　いやいや。後で本店に寄らせていただきます

から（笑）。そんなわけで、大好きな餅屋さんのご子

息がなぜビールを造られているのか興味津々です。

鈴木さんは二軒茶屋餅の何代目にあたるんですか。

鈴木　21代目です。

奥田　お生まれは伊勢ですか。

鈴木　はい。小中学校を地元で過ごして名古屋の

高校に行き、二浪して東北大学に行きました。

奥田　どちらの学部に？

鈴木　農学部の食糧化学科です。4年次には食品

衛生学講座という研究室に進み、高名な安元健教

授のもとで英語の論文と格闘しながら、世界を相手

に海洋性プランクトンの研究をさせてもらっていまし

た。日付が変わるまで研究室にいて、いったん帰宅

してちょっと寝てまたすぐ戻るという毎日でしたね。

奥田　楽しそうに語られますねえ。

鈴木　もう本当に楽しかったです。実は私、子ど

もの頃から微生物が大好きで、初めて親にねだっ

たのが顕微鏡でした。

奥田　筋金入りの微生物屋なんですね。そのまま
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【伊勢市発】伊勢に「二軒茶屋餅」という老舗の餅屋がある。創業は天正3年。長篠の
戦いがあった頃だ。鈴木成宗さんはその21代目。幼い頃から無類の微生物好きで、
東北大学では海洋プランクトンの研究に没頭した。世界と競って探究を重ねる道に後
ろ髪を引かれつつも、卒業後は伊勢に戻り家業を継承。だが、凪いだ海のようなおだ
やかな毎日に飽き足らず、クラフトビール造りに乗り出した。鈴木さんの険しく、遠く、
だがとてつもなく面白い道が開けた。 （創刊編集長・奥田喜久男）
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学究の世界に残るという道はなかったのですか。

鈴木　いや、行きたかったです。でも老舗の跡取

りですし、周囲も自分も家に帰るものだと…。とは

いえ、相当後ろ髪を引かれながら実家に戻った記

憶があります。

奥田　それで戻られて餅屋を継がれたはずが、ビ

ールの製造に（笑）。

鈴木　最初はおとなしく餅屋をしていたんです。で

も、朝起きて餅を作って売って寝ることのすべてが、

半径20ｍの範囲で終わってしまう…。もっと自分

の知らない世界を見たい、可能性に挑戦したい。そ

して微生物と遊びたいと思うようになってきて。

奥田　そこに、微生物が（笑）。

鈴木　そんな時、当時（1994年）の細川内閣が酒

税法を改正し、小規模の醸造所でもビールが生産

できるようになったんです。ビールの酵母は微生

物。これは造らない手はないと。

奥田　好機到来ですね。

鈴木　そうなんです。父が背中を押してくれたこ

ともあって、97年に「伊
い

勢
せ

角
かど

屋
や

麦
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酒」という名前で

ビール造りを始めました。私が29歳の時でした。

奥田　周囲の反応はいかがでしたか。

鈴木　ちょうど第1次クラフトビールブームで、メ

ディアの取材が殺到しました。そんな中「伊勢のビ

ールが誕生」という記事が出てしまったんです。

奥田　「伊勢」の冠がついた。

鈴木　はい。「鈴木」とか「伊勢角屋」ではなく、「伊

勢」のビール。当時は“地ビール”と呼ばれていた

ので、そうなってしまったんですが、「これは絶対に、

いい加減なものは造れない」とすごく緊張しました。

奥田　“伊勢”という名に背筋が伸びたと。

鈴木　はい。その時、どうせなら世界一を目指そ

うと、社員に「5年以内に世界大会で優勝する」と

宣言しました。

奥田　いきなり世界一ですか。そのスケールの大

きさはどこから来ているんでしょう。

鈴木　大学時代に世界と競い合いながら研究をし

ていたので、世界というものが遠い距離ではなか

ったんだと思います。あとはやはり「伊勢のビール」

と言われる以上、世界最高のものを造ろうという

思いが強くありました。

奥田　世界一を掲げてスタートして、その後はど

ういう経緯をたどられたのでしょう。

鈴木　華々しい取材から始まったものの、創業か

ら6年くらいは鳴かず飛ばずでした。2003年に世

界4大会ビアコンテストの一つで金賞を受賞した

んですが、それでもまったく変わらなくて…。よう

　2017年、世界で最も歴史ある国際
ビール審査会The International Brewing 
Awards（IBA）で、「伊勢角屋麦酒」が初
めて金賞を受賞した際のメダル。鈴木さ
んも社員も、うれしくてうれしくて触り
過ぎて金色が剥げて変色してしまった。
同審査会においては19年、21年と連続
して金賞を受賞。21年には金賞受賞の上
位10％に授与される「トロフィーアワー
ド」も獲得した。

剥げてしまった金賞メダル

やく何かが間違っていると気がついて、夢中で経

営の勉強を始めました。先の見えない真っ暗なト

ンネルを延 と々歩いている感じでした。

奥田　暗闇に光明が射し始めたのは？

鈴木　04年頃です。海外への輸出も始めて少しず

つ伸び始めて。13年の伊勢神宮のご遷宮でどんと

売れ、その後注文が増えて旧工場では生産が追い

つかなくなりました。

奥田　そんなに売れたんですか。

鈴木　ネットで売り出しを告知すると、2000リッ

トルのビールが12～13分で完売してしまうんです。

16年あたりからあらゆる大会で優勝していたことも

あり、コアなファンがついてくれたことと、生産量

が限られていたため希少価値がついてしまって。

奥田　じゃあ、そのままでもよかったのでは？

鈴木　いや、「日本のビールをもっと面白くしたい」

という思いも強く、18年に新工場をスタートしまし

た。でも、設備や装置がまったく変わったことで

思うようなものができずに、4000リットルのビール

を2回廃棄したこともありました。

奥田　すごい量ですけど、どうやって廃棄するん

ですか。

鈴木　まずは税務署の廃棄許可がいります。廃棄

分は酒税の免税を受けることができるので、原則

的には本当に廃棄したことを見届けていただく必

要があるのです。それで税務署の方の立ち会いの

もと、大量の水と一緒に排水します。もちろん私

も立ち会いましたが、流れていくビールを見るのは

本当につらかったです。

奥田　流れたビールを価格換算すると、どのくら

いになるんでしょう。

鈴木　売上高にしたら1000万円くらいでしょうか。

奥田　廃棄を告げたことに対する社員の方の反

応は？

鈴木　反対する社員もいました。「これでも他社の

ビールよりよくできています」と。私、それを聞い

て頭にきまして。「それは違う。他社と比べてどうこ

うではなく、自分たちが目指しているものじゃない

から、世に出さないんだ」と。

奥田　う～む。でも1000万円が流れるわけですよ

ね。その判断にはいささかの曇りもなしでしたか。

鈴木　曇りはなかったですけど、身を切られるつ

らさはありました。だって、巨額を投資して新工場

を立ち上げたばかりです。1円でも売り上げが欲し

かったし、社員たちが手を抜いていたわけでは決

してなかった。でも、新工場から発売されるビー

ルを心待ちにしてくださっているお客様には絶対

に出せません。

奥田　なるほど…。

鈴木　あと、うちの会社は割と自由で、研究開発

には金髪もいればモヒカンもいる。それはいいんで

す。いろいろな個性を大切にしたいので。でもだ

からこそ、お客様に対して世の中に対して、最大

限真摯に向き合わなければいけない。妥協をして

はいけない。その姿勢があっての自由だし、個性

ですから。

奥田　鈴木さんのそういう価値観は、伊勢だから

こそ培われたと考えられますか？

鈴木　（しばし黙考）…あるかもしれません。やは

り「伊勢の」と言われることに対するプライドやう

れしさ、責任感はありますね。 （つづく）
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